
令和４年度 第２回 合同幹事会 議事録 

総務委員会 

２０２２年 10 月 1 日 

 

日時：令和４年 9 月２4（土） 午前１0 時～1１時 51 分 

会場：Zoom による会議   会費：Zoom 参加者はなし 

出席者：久保田会長（高 18 回）佐藤顧問（高 10 回）中澤参与（高 15 回）三澤幹事長（高 18 回） 

山岸副会長（高 21 回）小林監事（高 23 回）太田 100 周年委員長（高 26 回）衣袋副会長（高 27 回）

森本総会指導委員長（高 28 回）脇川財政委員長（高 28 回）戸田広報委員長（高 28 回）中野参与（高

28 回）脇川財政委員長（高 28 回）近藤総務副委員長（高 29 回）佐藤事務局次長（高 30 回）伊藤委

員（高 34 回）有賀総会指導副委員長（高 34 回）松澤事務局長（高 36 回）草野委員（高 43 回）松沢

前実行委員長（高 44 回）小岩井実行委員長（高 45 回）二木６年委員会委員長（高 45 回）百瀬総務

委員長（高 27 回） 計 23 名 

 

１．開会の辞：三澤幹事長挨拶 （高１８回） 

・ 台風が近づいている変な天気です、普通なら集まるのが大変ですが、今日も Zoom

で開催いたします。議題も幾つかありますので、皆さんには積極的にご検討を頂い

て進めて行きたいと思います。今日は宜しくお願い致します。 

 

２．議題 

(1) 第５５回総会懇親会報告（総括）       松沢実行委員長（高４４回） 

（資料 1『第５５回 総会・懇親会報告（報告）』に基づき報告） 

※ 審議の上、全会一致で承認された。 

 

(2) 第５５回総会懇親会決算報告       森本総会指導委員長（高２８回） 

（資料 2『第５５回 総会会計決算案報告』に基づき報告） 

     【主な内容】 

参加者90名、高７３回 １２名を含む。若手の参加は有難く嬉しかった 

総収入：1,218,000円、寄付20名（194,000円を含む）寄付者のご厚意に感謝する 

総支出：1,014,264円、残高：143,736円（一般会計に振込む予定） 

当日のグッズ販売に在庫があり、9月末迄に売れた分は決算に組込み、１０月以降

は一般寄付で計上予定。１０月以降の寄付金も同様の扱いとして、９月末に決算

を最終確定させる。 

・ 10月に入ったら決算を確定して会計監査に回す予定。その結果は次回の合同幹事

会（2023年１月予定）で最終報告と承認を得る予定。 



・ 小林前会計委員長と清水新会計委員長との引継ぎを10月２日に予定。その後、会

計監査に入る予定。 

※ 審議の上、全会一致で承認された。 

 

(3) 第５６回 東京同窓会総会懇親会の準備状況  小岩井実行委員長（高４５回） 

（資料 3『第５６回 総会懇親会実行委員会準備状況』に基づき報告） 

  【主な内容】 

実施日時：2023年６月10日（土）1２:30 ～1６:00 

実施会場：アルカディア市ヶ谷（私学会館）3階 富士の間 

参加費：昨年以前の設定をベースに今後検討予定 

会の名称：Y! Go(よ！ごー) 45回生 100周年  

実行委員(2022年9月24日時点)：小岩井（委員長）、二木（副委員長・事務局

長）、後藤（企画担当）、小暮（会計）、飯田（会計担当）、藤原（動員担当）、

梅本（動員担当） 

テーマ： 「県陵100.0 (century)」 

100 周年である 2023 年、県陵東京同窓会も再定義しさらなる発展を遂げる年と

なってほしいとの期待を込めて策定。 

・ （二木）今年は、先手先手をキーワードにして、事前に何をしなければいけない

か（どのタイミングで何をしなければいけないか）をクリアーにしながら活動し

ていく。その結果として、来年度以降の活動のスタンダードにしたいと考えてい

る。 

・ （三澤）10月に松本で高４５回のメンバーが集まるとの事だが、それがきっかけ

で卒業３０年目にして母校愛のリレーに携わることになると思う。 

※ 審議の上、今日の報告のベースで準備を進めて行くことを全会一致で承認し

た。 

 

(4) １００周年記念事業の取組について  太田100周年記念事業委員長（高２６回） 

（資料 4『松本県ヶ丘高等学校 創立100周年記念事業の取組み』に基づき説明） 

【主な内容】 

東京同窓会が取組む記念事業（役割分担は資料を参照） 

① 東京同窓会として、松本本部同窓会に寄付金２０万円を贈呈する 

② 東京同窓会から、母校に寄付金５０万円を贈呈する 

③ 東京で記念式典を開催すする 

開催日：2023年9月30日（土）10時：受付 10時半:式典 12時：祝賀会 

開催場所：喜山クラブ 

④ ホームページサイトの活性化と「会報あがた」全号の掲載 



⑤ 松本本部のイベント等も参考にして展開していくと共に、会員のアイデ

アや意向を柔軟に取り入れていく。 

記念事業の開催に当たっては、特別基金勘定残 1,634,102円から取り崩す 

・ （太田）代表幹事会でも議論した。③については分散開催の意見も出た。しか

し、分散開催だと気軽に参加できる一面はあるものの、誰もが参加できる訳でも

ないので100周年というフォーマルな会場で誰もが声掛けしやすいスタイルを考え

た。山崎監督の講演も個別視聴できないかという意見も出たが、一堂に集まり松

本会場と一緒に視聴することで一体感を味わえるようにと考えた。 

・ （草野）100周年記念事業のお知らせは、ＨＰに掲載してよいか。 

 ➡ （三澤）合同幹事会で承認された内容は掲載して構わない。お願いする。 

・ （三澤）100周年記念事業に掛かる経費の原資としては「特別基金勘定」を考えて

いる。これは、東京同窓会の会費制が始まって20数年経つが、それ以前の先輩達

が運営資金としてカンパして集めてくれて基金にしたものである。事業費として

は、過去には終身会費の取り崩しも有ったが、今回はこの基金を使って、本部同

窓会・母校への寄付金や会場費の補填で使いたいと考えている。今回使用して残

った分は終身会費の口座に移すことを考えているのでご理解頂きたい。 

・ （佐藤顧問）松本はどのようなことをするのか。 

 ➡ （三澤）９月30日に記念式典をまつもと市民芸術館で行い、その後、会場

をブエナビスタに移して懇親会を行う予定。 

・ （中野）この基金が飛躍的に増えたのは終身会費を始めた時。その後は横ばいが

続いている。今後、増える要素は無いので特別基金勘定を使う事には賛成する。

今後は、どうする予定か。 

・ 特別基金勘定はゼロにすることで良いか。 

 ➡ （三澤）その通りです。今後は終身会費をキープしていくことになる。 

※ 審議の上、提案通りで進めて行くことを、全会一致で承認した。 

・   

（5）代表幹事会報告                         三澤幹事長（高１８回） 

・ 今昔は、代表幹事会と幹事会を別に開催していたが、日程の関係で同時に開催す

るようになり「合同幹事会」と呼ぶようになった。 

・ （8月27日に開催した代表幹事会の議事録をＨＰに掲載しています） 

・ その中でもテーマになった会則運営細則の見直しについては、百瀬総務委員長か

ら報告する。 

 

（6）会則運営細則の見直しについて        百瀬総務委員長（高２７回） 

 （資料 5『会則運営細則の見直しについて』に基づき説明） 

・ （久保田会長）今まで長い事運営してきた中で、不便なこと、分かり難い所が幾



つか出てきた。それを皆さんが判り易いように改正したい。先ず一番に考えたい

のは「同窓会とは何ぞや」です。東京同窓会というのは「どういう目的」で「ど

ういう人達の為に」「どういうことをするのか」の根本的な所を皆さんでお話し

て頂きたい。最初にそこを考えてから骨子を決めて行きたいと思います。 

・ （三澤）これからの東京同窓会の運営をどうしたら良いかを皆で考えて行きた

い。東京同窓会には歴史が有って今がある。過去については会報「あがた」も参

考にして、諸先輩方が積み上げてきたものを尊重しながら、今後に向けた新たな

対応について考えて行きたい。先ずは、各委員会でも打合せを開いて頂き、自分

だったらどうしたいか等、いろんな意見を出してもらってそれを集約したい。 

・ （久保田）会則の見直しの１歩が見えて来て安心しました。 

※ 審議の上、提案どおりの手順で進めて行くことを全会一致で承認された。 

① 各委員会で委員会を開催して役割の確認と課題等をだす。（10-11月） 

  （Zoom会議も可能） 

② 11月に開催予定の代表幹事会で意見集約し、その後検討を進める。 

③ 最終の改正提案を、2023年12月までに作成する。 

④ 2024年6月の総会で提案し承認手続きを取る。 

 

(6) 縣陵レディース行事について           伊藤委員（高３４回） 

（資料 6『縣陵レディース行事案内』に基づき説明） 

・ 衣袋委員長が行事案内発送手続きの関係で途中参加・途中退出の為。縣陵レディ

ースの伊藤委員が説明。 

・ 10月22日（土）受付時間: 9:30 ～ 9:50 出発：10:00 

隅田川テラスウォーク&水上バスデ浅草～浜離宮 

 

(7) 令和４度役員名簿の確定            百瀬総務委員長（高２７回） 

 （資料 7『令和4年度縣陵東京同窓会役員一覧表（9月改定）』に基づき説明） 

・ 実行委員会の欄を第５６回実行委員会のメンバーに変更した。 

※ 審議の上、全会一致で承認された。 

 

(8) その他 

① アルペン会について（青柳会長が欠席のため、百瀬総務委員長が代読） 

9/16（金）第 20 回 中信同総連親睦ゴルフ会 於：青梅ゴルフクラブ 

       10/20（木）第 87 回 アルペン会  於：小川カントリークラブ で予定 

② 会計委員長の引継について            小林監事（高２３回） 

・ 10/2日に清水委員長と引継を予定、通帳の名義変更等の手続きが発生する 

・ 実行委員会の通帳を松沢前委員長から小林前会計委員長にお送り頂きたい 



③ 同窓連関連                  山岸副会長（高２１回） 

・  中信同窓連、東京同窓連ともにコロナで活動休止中だったが、状況を見なが

ら活動再開をしたいと考えている。 

・  中信同窓連：１０月の旅行会は中止。12月の忘年会は11月の理事会で開催す

るかどうかを決定予定 

・  東京同窓連：２月の新年会は、12月の理事会で開催するかどうかを決定予定 

・  

④ 佐藤事務局次長（高３０回） 

・  第５５回の東京同窓会の総会・懇親会に参加してくれた高７３回のメンバー

から、東京同窓会の名簿に登録して良いとのことだったので、必要な手続き

を取ります。 

 

⑤ 次回の予定 

・ 次の代表幹事会は１１月、合同幹事会は２０２３年１月を予定 

・ 久保田会長の仕事の関係も有り、次回以降のZoom会議は、日曜日の午前中

を第一候補として調整していくこととなにった。 

 

※ 審議を１１時５１分に終了。 

以 上 


